
新技術・新工法
リサイクル・リユースの推進

〈 山梨県 芦川村 新倉川（にいくらかわ） 〉

環境負荷の少ない木材（間伐材）を建設資材として利用することで
循環型社会の構築に寄与し、CO2の排出削減効果にも期待！！
周辺景観への配慮としても効果を発揮し、森林整備の推進や林業・
木材流通の活性化に寄与！！
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通常砂防事業の効果

事業概要

富士川水系新倉川は、保全対象として人家23戸、主要地方道八代芦川三珠線

を抱える土石流危険渓流である。本渓流には砂防堰堤はなく、降雨時には土砂の
流出が発生している。地元産の間伐材を型枠として利用することで、循環型社会
の構築に寄与するとともに、森林整備の推進や林業・木材流通の活性化を図る。
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